
宇
部
セ
メ
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ト
工
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宇
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セ
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ト
工
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工場の製品を
紹介

　
宇
部
興
産
は
国
内
第
４
位
の
セ
メ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
で
、
年
間
で
約
660

万
ト
ン
の
セ
メ
ン
ト
を
生
産
し
て
お
り
、
生
産
し
た
セ
メ
ン
ト
、
ク
リ

ン
カ
ー
（
セ
メ
ン
ト
の
中
間
製
品
）
を
全
量
、
当
社
と
三
菱
マ
テ
リ
ア

ル
㈱
と
の
共
同
出
資
会
社
で
あ
る
宇
部
三
菱
セ
メ
ン
ト
㈱
へ
販
売
し
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
セ
メ
ン
ト
が
で
き
る
ま
で
の
工
程
と
、
宇
部
三
菱
セ
メ
ン

ト
㈱
で
販
売
さ
れ
て
い
る
製
品
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
．
１
年
間
発
生
す
る
国
内
の
廃
棄
物
量
と
、
宇
部
興
産
の
セ
メ
ン
ト
工

場
で
処
理
し
て
い
る
廃
棄
物
量
は
？

Ａ
．
日
本
で
は
毎
年
約
４
億
ト
ン
以
上
の
廃
棄
物
が
発
生
し
て
い
て
、
宇

部
興
産
の
セ
メ
ン
ト
工
場
（
宇
部
・
伊
佐
・
苅
田
）
で
は
、
年
間
300

万
ト
ン
以
上
の
廃
棄
物
・
副
産
物
の
処
理
を
行
い
、
循
環
型
社
会
の

形
成
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
が
す
ご
い
ん
で
す
！

①
ほ
と
ん
ど
の
廃
棄
物
を
活
用
！

ほ
と
ん
ど
の
廃
棄
物
の
成
分
は
、
セ
メ
ン
ト
成
分
に
近
い
た
め
セ
メ
ン

ト
原
料
と
し
て
、
ま
た
は
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
替
廃
棄
物
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。

②
キ
ル
ン
の
中
は
、
一
四
五
〇
℃
！

セ
メ
ン
ト
キ
ル
ン
は
、
一
四
五
〇
℃
の
高
温
で
焼
成
さ
れ
る
の
で
、
通

常
の
焼
却
炉
で
は
対
応
で
き
な
い
廃
棄
物
を
分
解
し
無
害
化
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
大
量
の
廃
棄
物
を
長
期
的
か
つ
安
定
的
に
処
理

で
き
ま
す
。

③
ゴ
ミ
は
一
切
残
り
ま
せ
ん
！

セ
メ
ン
ト
キ
ル
ン
で
焼
成
さ
れ
た
灰
は
、
そ
の
ま
ま
セ
メ
ン
ト
に
取
り

込
ま
れ
る
の
で
、
最
終
処
分
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

④
温
室
効
果
ガ
ス(

CO₂)

を
削
減
！

も
と
も
と
は
埋
立
や
単
純
焼
却
で
処
理
さ
れ
て
き
た
廃
棄
物
を
、
セ
メ

ン
ト
工
場
で
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
、
石
炭

の
使
用
量
が
減
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
温
室
効
果
ガ
ス(

CO₂)

の
発
生
を

抑
制
で
き
ま
す
。

⑤
自
然
環
境
保
護
に
貢
献
し
ま
す
！

廃
棄
物
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

こ
と
で
、
も
と
も
と
使
用
し

て
い
た
天
然
原
料
の
使

用
を
減
ら
し
、
資
源
の

採
掘
量
を
抑
え
ま
す
。

セメントができるまで
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．
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．
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利
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で
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キ
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、
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五
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の
高
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で
焼
成
さ
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る
の
で
、
通

常
の
焼
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炉
で
は
対
応
で
き
な
い
廃
棄
物
を
分
解
し
無
害
化
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
大
量
の
廃
棄
物
を
長
期
的
か
つ
安
定
的
に
処
理

で
き
ま
す
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ゴ
ミ
は
一
切
残
り
ま
せ
ん
！

セ
メ
ン
ト
キ
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ン
で
焼
成
さ
れ
た
灰
は
、
そ
の
ま
ま
セ
メ
ン
ト
に
取
り

込
ま
れ
る
の
で
、
最
終
処
分
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
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④
温
室
効
果
ガ
ス

も
と
も
と
は
埋
立
や
単
純
焼
却
で
処
理
さ
れ
て
き
た
廃
棄
物
を
、
セ
メ

ン
ト
工
場
で
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
、
石
炭

の
使
用
量
が
減
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
温
室
効
果
ガ
ス

抑
制
で
き
ま
す
。

⑤
自
然
環
境
保
護
に
貢
献
し
ま
す
！

廃
棄
物
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

セメントってこんなにエコなんです！

「普通ポルトランドセメント」
　最も一般的な種類で、私たちが普段｢セメント｣という
場合には、このセメントを意味します。それだけに用途
も一般の土木（道路、港湾、上下水道等）、建築（集合
住宅、事務所、学校等）を始め、コンクリート製品や左
官製品と各方面に幅広く利用されています。ポルトラン
ドという名称は、固まってからの表面が、イギリスのポ
ートランド島で採れるポルトランド石に似ていることが
由来と言われています。

「早強ポルトランドセメント」
　早強ポルトランドセメントは、普通ポルトランドセメ
ントに比べて、短期間で高い強度を発現するセメントで
す。普通ポルトランドセメントでは3日要する強度を、
わずか1日で得ることができます。しかも、長期にわた
って強度が持続することから、緊急工事や寒冷期工事、
各種コンクリート製品などにも最適です。宇部興産の確
かな焼成技術と生産設備を生かして、優れた早期強度を
実現します。

こんなところに使われています！こんなところに使われています！

⑤
自
然
環
境
保
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ま
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！
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る
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と
で
、
も
と
も
と
使
用
し
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　水を
加える

ことで
化学反

応を起

こして
固まる

灰色の
粉末で

、接着

剤のよ
うなも

のです
。

　家や
ビル、

道路や
橋やダ

ムを造

るとき
にはセ

メント
に砂利

と砂と

水を混
ぜて使

います
。

｢セメン
ト｣

｢セメン
ト｣そもそも

｢セメン
ト｣
ってなに

？

NSPタワー

■天然資源の
　主原料

■熱エネルギー系
　廃棄物(代替品）

■天然資源の
　熱エネルギー

■高含水・
　悪臭廃棄物

■液状
　廃棄物

■原料系廃棄物
(代替品）

検 索宇部興産　翼
詳しくは
web「翼」へ

　
新
し
い
窒
素
系
肥
料
で
あ
る
尿
素
の

工
業
化
を
検
討
し
て
い
た
頃
の
昭
和
29

（
1
9
5
4
）
年
1
月
、
三
和
銀
行

（
現
・
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）
か
ら
、

「
日
本
レ
イ
ヨ
ン
社
（
現
・
ユ
ニ
チ
カ

㈱
）
が
ス
イ
ス
の
イ
ン
ベ
ン
タ
社
と
提

携
し
て
ナ
イ
ロ
ン
の
工
業
化
を
検
討
し

て
い
る
の
で
、
そ
の
原
料
で
あ
る
カ
プ

ロ
ラ
ク
タ
ム
を
生
産
し
て
欲
し
い
」
と

の
要
請
が
来
ま
し
た
。
新
し
い
成
長
性

の
あ
る
分
野
へ
の
進
出
を
考
え
て
い
た

Ｕ
Ｂ
Ｅ
の
首
脳
陣
は
、
1
時
間
あ
ま
り

の
会
議
で
こ
れ
を
決
断
。
伊
佐
に
セ
メ

ン
ト
の
新
工
場
を
建
設
す
る
予
定
が
あ

り
、
宇
部
窒
素
工
場
で
は
ア
ン
モ
ニ
ア

の
拡
大
と
合
理
化
を
進
め
る
な
か
で
の

さ
ら
な
る
大
型
投
資
で
し
た
。
写
真
は

そ
れ
か
ら
２
年
後
の
こ
と
。
専
用
側
線

沿
い
の
出
荷
設
備
か
ら
9.6
ト
ン
の
カ

プ
ロ
ラ
ク
タ
ム
が
、
日
本
レ
イ
ヨ
ン
宇

治
工
場
に
向
け
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
窒
素
系
肥
料
で
あ
る
尿
素
の

工
業
化
を
検
討
し
て
い
た
頃
の
昭
和
29

（
1
9
5
4
）
年
1
月
、
三
和
銀
行

（
現
・
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）
か
ら
、

「
日
本
レ
イ
ヨ
ン
社
（
現
・
ユ
ニ
チ
カ

㈱
）
が
ス
イ
ス
の
イ
ン
ベ
ン
タ
社
と
提

携
し
て
ナ
イ
ロ
ン
の
工
業
化
を
検
討
し

て
い
る
の
で
、
そ
の
原
料
で
あ
る
カ
プ

ロ
ラ
ク
タ
ム
を
生
産
し
て
欲
し
い
」
と

の
要
請
が
来
ま
し
た
。
新
し
い
成
長
性

の
あ
る
分
野
へ
の
進
出
を
考
え
て
い
た

Ｕ
Ｂ
Ｅ
の
首
脳
陣
は
、
1
時
間
あ
ま
り

の
会
議
で
こ
れ
を
決
断
。
伊
佐
に
セ
メ

ン
ト
の
新
工
場
を
建
設
す
る
予
定
が
あ

り
、
宇
部
窒
素
工
場
で
は
ア
ン
モ
ニ
ア

の
拡
大
と
合
理
化
を
進
め
る
な
か
で
の

さ
ら
な
る
大
型
投
資
で
し
た
。
写
真
は

そ
れ
か
ら
２
年
後
の
こ
と
。
専
用
側
線

沿
い
の
出
荷
設
備
か
ら
9.6
ト
ン
の
カ

プ
ロ
ラ
ク
タ
ム
が
、
日
本
レ
イ
ヨ
ン
宇

治
工
場
に
向
け
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

カプロラクタムの初出荷

カプロラクタムへの進出

写真で振り返る 「宇部興産物語」

て
検
討
を
加
え
、
次
回
の
訓
練
に
生
か
す
な

ど
、
有
効
な
防
災
活
動
を
検
討
す
る
よ
う

日
々
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
定
期
的
に
災
害
を
想
定
し
た
訓
練

も
実
施
し
て
お
り
、
最
近
で
は
パ
イ
プ
の
接

続
部
分
か
ら
化
学
物
質
が
漏
れ
出
し
、
ガ
ス

検
知
器
か
ら
警
報
が
出
た
と
い
う
想
定
で
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
は
、
出
動

か
ら
周
辺
従
業
員
の
避
難
誘
導
、
反
応
の
緊

急
停
止
訓
練
や
二
次
災
害
防
止
の
た
め
の
水

幕
放
水
訓
練
【
写
真
】
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
は
山
口
県
内
で
大
き
な
工
場
災

害
が
連
続
し
て
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

ら
を
他
山
の
石
と
し
、
他
社
で
起
き
た
災
害

は
当
社
に
も
起
こ
り
う
る
こ
と
と
常
に
考
え

一
歩
先
の
防
災
体
制
を
築
い
て
い
ま
す
。

数階建ての建物に匹敵する高さで水のカーテンを
展開する水幕放水訓練風景

　
宇
部
ケ
ミ
カ
ル
工
場
で
は
石
油
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
等
災
害
防
止
法
に
基
づ
き
、
事
業
所
従

業
員
で
組
織
さ
れ
た
自
衛
防
災
組
織
で
あ
る

「
ケ
ミ
カ
ル
防
災
隊
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

普
段
は
生
産
や
事
務
な
ど
の
業
務
に
つ
い
て

い
る
従
業
員
が
、
災
害
発
生
時
に
は
直
ち
に

防
災
の
た
め
の
対
応
を
取
っ
て
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
ま
す
。

　
工
場
で
は
災
害
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
さ

ま
ざ
ま
な
防
災
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、

大
地
震
な
ど
事
前
対
策
で
は
防
ぎ
き
れ
な
い

災
害
も
起
こ
り
え
ま
す
。
不
運
に
も
緊
急
事

態
が
発
生
し
た
際
に
は
、
工
場
内
で
働
く

人
々
の
人
命
の
保
護
は
も
ち
ろ
ん
、
近
隣
住

民
の
み
な
さ
ま
に
ご
不
安
を
与
え
る
よ
う
な

事
態
に
発
展
し
な
い
よ
う
、
効
率
的
な
防
災

活
動
を
行
う
た
め
の
方
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
消
火
隊
や
救

護
隊
、
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
展
張
等
を
行
う
機

動
隊
な
ど
、
複
数
の
隊
で
役
割
を
分
担
し
て

組
織
的
に
活
動
す
る
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
要
と
も
い
え
る
の
が
「
消
火
隊

消
防
車
班
」
で
す
。
消
防
車
班
は
宇
部
ケ
ミ

カ
ル
工
場
内
の
各
職
場
か
ら
選
出
さ
れ
た
メ

ン
バ
ー
で
隊
員
を
構
成
し
、
火
災
発
生
時
に

は
発
災
現
場
に
駆
け
つ
け
て
消
火
活
動
を
行

い
ま
す
。
的
確
な
放
水
は
初
期
消
火
に
非
常

に
重
要
で
す
の
で
、
1
回
2
時
間
の
訓
練
を

毎
月
繰
り
返
し
、
行
動
を
身
体
で
覚
え
る
と

共
に
、
訓
練
で
見
つ
か
っ
た
問
題
点
に
つ
い

万
が
一
に
備
え
て

　
　
　
常
に
訓
練
を
重
ね
る

　
　
　
　
　
　
ケ
ミ
カ
ル
防
災
隊

環境
安全部
だより

環境
安全部
だより
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